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令和４年度 事業報告 

 

１ 総括 

近年、少子高齢化や人口減少といった社会環境は大きく変化し、社会的孤立、生活困

窮、児童・高齢者の虐待、子どもの貧困等、福祉や生活への課題は多様化・複雑化して

います。さらに、長期にわたる新型コロナウイルス感染拡大の影響や物価高騰など市民

を取り巻く生活環境が一層厳しさを増す中で社会福祉協議会には、時代の変化に合わせ

た地域づくりの中核的役割を担うことが期待されています。 

このような中、今年度の事業運営にあたっては、コロナ禍の厳しい状況や社会の変化

に適切に対応し、第５次志木市地域福祉活動計画の「みんながつながり、安心して自分

らしく暮らせるまちの実現」の理念のもと多様な福祉活動を展開してまいりました。 

令和４年４月から新たに「志木市基幹福祉相談センター」の業務を受託し、長年培っ

てきた生活困窮者や障がい者への相談支援や権利擁護事業のノウハウを生かし、地域福

祉の推進を担う中核的な機関として業務に取り組むとともに生活困窮者への相談支援や

フードバンク事業等、既存事業とも密接に連携しながら効果的な事業運営に努めてまい

りました。 

さらに、コロナ禍において希薄になってしまった「つながり」の再構築を目指して、

ボランティア活動や地域福祉活動を推進するとともに、各事業所においては、新型コロ

ナウイルス感染症が終息した後の新しい地域社会の構築を見据えながら、福祉サービス

の適切な提供に努め「地域共生社会」の実現に向けた様々な取り組みを展開しました。 

２ 重点的な取り組みについて 

(1) 地域福祉活動の推進 

小地域を基盤とした福祉活動を支援し、福祉コミュニティの形成を促進しました。また、

誰もが気軽に地域活動に参加できるきっかけづくり、居場所づくりのため、地域活動の体

験会や活発に活動している団体の紹介を行うとともに体験会の様子を SNS にて動画配信し

て地域活動の普及・啓発に努めました。 

(2) 生活困窮世帯等への支援の充実 

新型コロナウイルス感染症の影響や物価高騰により、生活が困窮し不安を抱えた市民に

対し、生活福祉資金貸付の窓口を設け相談支援を行いました。また、貸付事業の利用者や

ひとり親家庭に地元食材、市内事業者を活用した食支援を行い、さらにフードバンク事業

を実施して食品等を提供するとともに市内で実施されている支援活動の情報提供を行い

ました。 
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(3) 総合相談支援の充実 

新たに「志木市基幹福祉相談センター」を受託し、障がい者、高齢者、子ども及び生活

困窮者の自立支援など、各制度・分野にわたる複合的な生活課題に対応するため専門的な

相談支援を行いました。 

(4) 高齢者・障がい者支援の促進 

居宅介護支援事業所、相談支援事業所、訪問介護事業所、地域包括支援センターで

は、感染症対策を講じてサービスを提供するともに、コロナ禍により活動の制限や自粛

から生じている身体・認知機能の低下を防ぐための支援を行いました。また、複数の課

題を抱えている人等が多くなってきていることから、多職種でのケア会議の開催や、関

係機関との連携を強化し、その人らしい生活の維持・向上につなげる支援を行いまし

た。 

(5) 地域福祉拠点の利用促進 

総合福祉センター、宗岡第二公民館では、感染状況に応じて利用条件を変更するなど、

コロナ禍でも安心して利用できる施設運営を努めてまいりました。 

福祉センター、第二福祉センターでは、高齢者の身体機能の維持向上及び孤立防止を図

るため、利用者の活動の場を増やしました。 

とくに３月には、総合福祉センター利用団体・社協の事業所で実行委員会を組織し、新

型コロナウイルス感染が流行した以降、初めてとなる総合福祉センターまつりを開催する

ことができました。 

(6) 障がい者支援体制の整備 

障がい者通所施設では、中止していた販売活動を再開するとともに、市役所新庁舎の

トイレ清掃を新たに受託するなど、請負業務を充実させ、利用者の訓練・就労機会を拡

大し、利用者の平均工賃を増額することができました。また、地域活動支援センターで

は、機能回復訓練の指導をいただく理学療法士、作業療法士の充実を図るなど、受け入

れ体制の強化を行いました。 

  (7) 子ども支援の充実 

児童センター、宗岡子育て支援センターでは、感染症対策を講じながらコロナ禍にお

ける児童や保護者のニーズを的確に捉え事業を実施しました。自宅でも参加ができるオ

ンライン広場を定期的に実施したほか、地域の親子が集い楽しめる事業や「かがくあそ

び」「クッキング」等児童が様々な体験ができる事業を再開いたしました。 

放課後子ども教室・学童保育クラブでは、地域で活動する方々に講師となっていただ

き、体験プログラムやオンライン交流会を実施しました。また、新庁舎等完成記念イベ

ントに参加するなど地域住民と交流を図り、参加児童にとって貴重な体験を得ることが

できました。 
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１ 法人運営 
（地域福祉課） 

１ 事業の概要 

社会福祉法人志木市社会福祉協議会の事業全体の管理及び総合的・計画的な事業執行を

行うための組織管理を行う部門として、各課間との連絡・調整を図り、適正な法人運営を

推進した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 42,542,000 職員人件費 

事業費支出 1,636,667 広報事業、表彰事業等 

事務費支出 4,085,799 事務管理費 

基金積立資産支出 7,000 横山武治高齢者福祉基金利息積立 

積立資産支出 5,227 運営調整積立金利息積立 

繰入金支出 4,969,000 相談支援事業所等 

支出合計 53,245,693  

 

３ 重点施策への取り組み 

令和６年度から人事評価制度を実施するため、検討会議を開催し、人事評価要綱を制定

した。あわせて、令和５年度から人事評価制度を試行的に実施するため、評価者研修を１

回、被評価者研修を３回開催し、全常勤職員の知識及び意欲の向上を図った。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 法人運営・役員活動 

  ① 会議など 

    ア．理事会 ５回 

回数 月日 

出席者または
合意／定数 
上段 理事 
下段 監事 

議案番号       主な内容 

第１回 5月30日 9／11人 

2／2人 

第１０号 評議員選任候補者の推薦について 

第１１号 理事候補者について 

第１２号 令和３年度決算及び事業報告書の承認について   

第１３号 令和４年度定時評議員会について 

第１４号 令和４年度評議員選任・解任委員会について 

第２回 6月27日 11／12人 

2／2人 

第１５号 常務理事の選定について 

第３回 12月9日 

 

9／11人 

1／2人 

第１６号 評議員選任・解任委員会運営規程の一部を改正 

する規程について 

第１７号 評議員選任候補者の推薦について 
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第１８号 理事候補者について 

第１９号 第２回評議員会について 

第２０号 第２回評議員選任・解任委員会について 

第４回 12月28日 

決議省略 

12／12人 

2／2人 

副会長の選定について 

第５回 3月10日 

 

10／12人 

1／2人 

第１号 役員等賠償責任保険の更新について 

第２号 令和５年度予算及び事業計画について 

第３号 評議員選任・解任委員の選任について 

第４号 第３回評議員会について 

   イ．評議員会 ３回 

回数 月日 
出席者または
合意／定数 議案番号      主な内容 

第１回 6月27日 

 

15／17人 第３号 令和３年度決算及び事業報告書の承認について  

第４号～第５号 理事の選任について 

第２回 12月23日 

決議省略 

17／17人 理事の選任について  

第３回 3月28日 16／17人 第１号 令和５年度予算及び事業計画について 

   ウ．監事会 １回 

② 団体との渉外活動 

   ア．総会         ８回（書面） 

      イ．新年会、記念式典等 ６回 

      ウ．寄附          ２回 

   エ．後援(協力)活動     ４件 

    ③ 寄附金の受け入れ １９件 358,740 円 

 

 (2) 事務局活動 

      常勤職員８人分の人件費及び事務所の維持管理費など、必要な費用を支出した。 

① 課長会議（全体会議）１２回 

② 人事評価検討会議   ８回 

③ 衛生委員会      １２回 

④ 代表委員会議         ２回（書面） 

 

(3) 相談援助実習（社会福祉士） 

 ２大学 計２人 延べ１９日 

 

 (4) 組織強化活動 

  ① 会員募集及び募金募集 

   ア．地区委員会 １回 

    イ．町内会加入実績 5,481,000 円（うち特別会費  131,000 円） 

   ウ．事務局加入実績   990,000 円（うち特別会費  883,500 円）  

           計 6,471,000 円 (うち特別会費 1,014,500 円) 
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   エ．赤い羽根募金実績      3,487,365 円 

   オ．地域歳末たすけあい募金実績 2,303,233 円 

② 福祉功労者表彰       １人、３団体 

  埼玉県社会福祉大会会長表彰 １人 

  埼玉県社会福祉大会知事表彰 １人 

③ 職員研修 

  新任研修   １回 １０人 

   評価者研修  １回 １１人 

  被評価者研修 ３回 ５２人 

 

(5) 広報活動 

  ① 社協だよりの発行 

    年４回 各 26,200 部（全戸配布） 

② ホームページ・ＳＮＳの運営（令和５年３月３１日現在） 

ア．Twitter フォロワー数  ４０１人 

イ．Facebook フォロワー数  ３８２人 

ウ．Instagram フォロワー数 １７２人 

 

 (6) 福祉サービス適正運営 

① 第三者委員会   １回（書面報告） 

② 苦情受付件数 １１件（第三者委員による対応なし） 

③ 事故発生件数 ４４件  
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２ 地域福祉 
（地域福祉課） 

１ 事業の概要 

小地域を基盤とした福祉活動を支援することにより、福祉コミュニティの形成を図っ 

た。また、地域住民の福祉・障がいへの理解を進めるとともにボランティア活動への関心

を高め、ボランティアの育成、支援を行った。さらに、公的制度を重層的に補完できるよ

う各事業の見直しを行い、地域で支える在宅福祉サービスを展開した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 11,793,454 職員人件費 

事業費支出 3,568,432 地域福祉・ボランティア・在宅福祉 

事務費支出 8,238,967 事務管理費 

助成金支出 7,857,812 助成事業・共募配分事業 

固定資産取得支出 665,500 パソコン、ラテラルキャビネット 

支出合計 32,124,165  

 

３ 重点施策への取り組み 

 生活支援体制整備業務においては、地域活動に参加できるきっかけづくり及び居場所づ

くりを進めるため、地域活動を活発に行っている４団体の活動紹介及び体験会を実施し、

あわせて、体験会の様子を短時間の映像として編集し、SNS を活用した普及啓発を行った。 

 食支援事業においては、生活福祉資金貸付事業等を利用する２４２世帯やひとり親家庭

１９０世帯に対し、地元食材、市内事業者を活用した食糧の支援を行い、あわせて、市内

でフードバンク活動を行う団体の紹介や就労支援等の情報提供を行った。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 地域福祉活動 

① 地域福祉活動計画の推進 

地域福祉推進委員会 １回 

② 生活支援体制整備業務（市受託事業） 

   ア．第１層協議体の実施    １８回 

   イ．コーディネーター会議の開催 ２回 

   ウ．第７回生活支援体制整備事業連絡会   ９６人参加 

   エ．三芳町・志木市生活支援体制整備交流会 ２８人参加 

オ．「大人のビタミンクラブ」活動体験会～宗岡地区編～ ３６人参加 

カ．生活支援体制整備事業勉強会 ４０人参加 

キ．第２層協議体への参加 ２３回 

ク．地域ケア会議への参加  ９回 

   ケ．食の場づくり担い手育成・食育推進事業運営推進会議への参加 ６回 

   コ．ふれあいサロン代替案検討会議 ３回 
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③ ふれあい健康交流会（市受託事業） 

ア．利用者登録数 １０５人 

イ．ボランティア団体数 ５団体 

④ 家族介護者交流事業（市受託事業） 

月日 参加者 内容 

7月20日 介護者１０人、協力者等７人 講演会「負担を軽くする介護のコツ」 

11月12日 介護者１０人、協力者１人 日帰りバス旅行 

「オーケストラ鑑賞でリフレッシュ」 

3月10日 介護者１０人、協力者１人 講座・交流「腰痛を予防しよう」 

  ⑤ 詐欺被害防止電話機等購入費補助 ３６件 353,200円 

  ⑥ 支え合い・助け合い活動支援事業 

ア．活動相談 ３４か所 

イ．活動支援 ３４か所 

支援内容 件数（件） 金額（円） 

事務費の支給 ３４ 170,000 

保険の加入 ３２ 536,614 

会場費の支給 ２２ 667,263 

広報物の支給 １ ― 

備品の貸出 １１ ― 

イベント開催費の支給 ４ 57,711 

備品購入費 ４ 33,534 

⑦ 生活困窮者自立支援金（市受託事業） 新規４６件、再支給４３件 

⑧ フードバンク事業 延べ４２８人 

⑨ 食支援事業（市受託事業） ２４２世帯 

 

(2) ボランティア・市民活動センターの運営 

① ボランティアに関する相談・調整・情報提供 

 団体２件、個人４１件 

② ボランティア活動団体助成申請支援 

種別 事業数（件） 延べ団体数（団体） 

助成情報案内 １５ １１４ 

申請支援 ３ ５ 

助成決定数 ３ ５ 

③ ボランティア関連保険 

 ア．ボランティア活動保険   １，６４１人 

 イ．ボランティア行事用保険   ２４９件 

④ ボランティア体験プログラム－福祉学園－ 

 全４８コース 延べ１５０人参加 

⑤ ボランティア育成 
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 ア．手話奉仕員養成講習会入門課程（市受託事業） ３０人参加 

 イ．手話奉仕員養成講習会基礎課程（市受託事業）  ８人参加 

ウ．音訳ボランティア養成講座 １７人参加 

エ．傾聴ボランティア養成講座 １５人参加 

オ. 子ども食堂担い手講座   １１人参加 

⑥ 学校における福祉教育 

      ア．福祉体験実績 

     小学校 ７校 ４２件 

     中学校 ２校  ５件 

     イ．朝霞地区四市福祉教育研修会 延べ９１人参加 

⑦ 地域福祉教育 

 ア．聞こえない人の気持ちを考える講座 １０人参加 

 イ．スマートウォーカー育成講座（市主催）「地域活動の楽しみ方」 １７人参加 

 

(3) 在宅福祉事業 

① たんぽぽ生活応援隊 

ア．年間活動時間 ９３９時間１０分 

   イ．年間活動回数 ８５０回 

ウ．利用者    ２１３人 

エ．協力員登録者   ３８人 

② 福祉機材（車椅子、ポータブルトイレなど）の貸出 延べ１７８件 

  ③ 福祉車両利用料補助 延べ１１件 ６４，６００円 

 

(4) 福祉サービス利用援助事業 

 ① 実施体制 

専門員４人（常勤兼務３人、短時間勤務職員１人）、生活支援員８人 

②  相談 

相談日・時間 件数（件） 

月～金曜日 8時30分～17時15分 ６２２ 

③ 利用状況 

 ア．契約件数 １８件（新規４件、契約終了３件） 

   イ．分野別契約件数         （件） 

高齢者 知的障がい 精神障がい 

１２ ２ ４ 

 

(5) 生活福祉資金貸付事業 

① 生活福祉資金本則貸付              (件) 

新規 償還完了・償還免除 償還・据置中 

８ ６ １１４ 
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② 生活福祉資金特例貸付 延べ１９１件 

緊急小口資金（件） 総合支援資金（件） 

９６ ９５ 

 

(6) 共同募金配分事業 

① 地域福祉活動助成事業 

助成事業名 地区数・件数 助成額（円） 

地域のつながりづくり支援 

 地区敬老会支援 １２地区 399,500 

世代間交流支援 １３地区 338,300 

福祉施設訪問支援 ― ― 

在宅高齢者訪問支援 ４団体 70,200 

地域活動支援 ３９地区 1,625,300 

生活を支える活動支援 

 生活サポート活動支援 １４団体 370,000 

社会参加支援 ７団体 241,200 

障がい者交流支援 １団体 10,000 

戦没者遺族会活動支援 １団体 150,000 

ボランティア活動保険補助 ９１８人 183,600 

合 計 3,388,100 

② 介護用品購入支援事業 

 ア．利用者 ３５４人 

 イ．介護用品及び購入支援数 

介護用品 購入支援数 

プラスチック手袋 ２２１組 

防水シーツ  １５９枚 

手指消毒剤 １０６個 

食事用エプロン２枚組   ５５組 

浴槽すべり止めマット  ５５枚 

ポータブルトイレ消臭錠 ３３個 

③ 地域でつながる子育て応援事業（カパルリュック・子育て応援本の配布） 

受付場所 申請件数（件） 

いろは子育て支援センター「にこまある」 ３６ 

西原子育て支援センター「まんまある」 ６１ 

宗岡子育て支援センター「ぽけっと」 ６６ 

子育て支援センター「ぷちまある」 ２９ 

子育て支援センター「めばえ」 １９ 

合計 ２１１ 

④ 生活困窮世帯支援事業（ひとり親世帯を対象として、お米やお菓子などを提供） 

  申請者（世帯）数 １９０世帯 
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３ 法人後見事業 
（地域福祉課） 

１ 事業の概要 

判断能力が十分でない高齢者、知的・精神障がい者などが安心して生活できるよう、法

人として成年後見人などを受任した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 859,331 職員人件費 

事業費支出 254,056 諸謝金、通信運搬費等 

事務費支出 725,630 事務管理費 

支出合計 1,839,017  

 

３ 重点施策への取り組み 

権利擁護が必要な人に志木市基幹福祉相談センターや地域包括支援センター、生活保護

ケースワーカーなどと連携を図りながら、制度の利用について情報発信を行った。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 権利擁護推進事業運営委員会 ０回（新規案件がなかったため開催を見送り） 

(2) 権利擁護支援員会議 １回 １２人出席 

(3) 利用状況 

① 保佐人 ５件           

新規受任 受任終了 受任件数 内訳 

― １件 ５件 90代女性１人、70代男性１人、 

70代女性１人、60代男性１人、 

50代女性１人 

② 後見人 １３件                        

新規受任 受任終了 受任件数 内訳 

― ― １３件 

 

90代女性１人、80代女性２人、 

70代女性１人、50代男性３人、 

50代女性１人、40代男性２人、 

40代女性２人、30代男性１人 

  ③ 後見監督人 ２件        

新規受任 受任終了 受任件数 

 ― ― ２件 

④ 相談・対応件数 １，５０７件    

事務（身上保護・財産管理） １，１６６件 

職員訪問 ２３８件 

権利擁護支援員訪問 １０３件 
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(4) 会議・研修 

① 専門員会議・研修 ４回 

② 志木市成年後見制度利用促進調整会議 ７回 

③ 志木市後見ネットワークセンター企画運営会議 ６回 

④ その他会議・研修 ２件 
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４ 基幹福祉相談センター 
（地域福祉課） 

１ 事業の概要 

基幹福祉相談センター（生活相談センター、後見ネットワークセンター、障がい者基幹

相談支援センター）業務を令和４年度から新規受託し、障がい者、高齢者、子ども及び生

活困窮者の自立支援など各制度・分野にわたる複合的な生活課題に対応するため関係支援

機関等と連携を図り、専門的な相談支援を行った。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 40,242,714 職員人件費 

事業費支出 956,438 諸謝金、印刷製本費等 

事務費支出 8,144,059 事務管理費 

繰入金支出 3,313,789 法人運営へ 

支出合計 52,657,000  

 

３ 重点施策への取り組み 

生活相談センターでは、新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金、住居確保

給付金、家計相談支援及び就労支援をワンストップで対応した。また、安定した居所と

就労の確保に向けて、派遣会社の新規開拓を行った。 

後見ネットワークセンターでは、権利擁護が必要な人に法律専門職や福祉事業者等と

連携しながら、制度の利用方法について相談対応や情報発信を行った。また、後見人等

の申立支援を行う中で、単独受任の市民後見人１人が選任され、３人の市民後見人に対

し、活動支援を行った。 

障がい者基幹相談支援センターでは、住民や福祉事業者、行政等と連携しながら、障

がい者が安心して暮らせるための包括的な相談支援体制の構築に向けた取り組みを行っ

た。また、福祉事業者同士が情報交換を行う連絡会の発足や、自立支援協議会に基づく

プロジェクト活動にも積極的に参加した。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 相談窓口 ５，５１８件（新規相談６１６件） 

分類 件数（件） 

生活相談センター ４，０２５ 

後見ネットワークセンター ２６９ 

障がい者基幹相談支援センター １，１６５ 

その他 ５９ 

（件） 

来所 電話 メール 訪問 会議 その他 合計 

２，２５７ ２，６９４ ６０ ２３０ ６５ ２１２ ５，５１８ 
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(2) 生活相談センター 

① 自立支援プラン８人、策定件数１２件（新規・再プラン含） 

   ② 住居確保給付金事業  ４１人、相談件数延べ ５３９件 

  ③ 就労支援事業    １０３人、支援件数延べ ２５０件  

  ④ 家計相談支援事業 延べ３７人 

  ⑤ フードバンク事業  

   ア．食品受領 ６，６５５．４５㎏ 

   イ．食品提供（フードバンク、フードパントリー） 延べ８３９人 

ウ．食支援連携会議 ５回参加 

エ．食支援事業説明 ２回 

  ⑥ その他（地域ケア会議、担当者会議、学習支援会議） １５回 

 

(3) 後見ネットワークセンター 

 ① 企画運営会議 ６回、利用促進調整会議 ７回 

 ② 成年後見制度の普及啓発 

ア．専門職研修 １回 ３３人参加 

イ．親族後見人向け交流会 ４人参加 

ウ．出前講座 ２回（民生委員・児童委員協議会障がい者福祉部会、スマイル志木） 

エ．センター便り ３回発行  

  ③ 市民後見人の活動支援 

ア．フォローアップ研修 ３回 延べ３８人参加 

イ．市民後見人の集い  ３回 ２１人参加 

ウ．市民後見人活動支援 ３人 ４７回  

④ その他（豊島区視察、地域ケア会議等） ４回 

 

(4) 障がい者基幹相談支援センター 

 ① 地域の相談支援体制の強化 

ア．専門職研修 １回  

イ．障がい者等相談支援事業所への巡回訪問 ７事業所 １４回 

ウ．相談支援事業者に対する人材の育成、スキル向上   ７回 

エ. 関係機関・福祉事業者との連携強化        ４２回 

  ② 地域移行・地域定着支援の取組 会議３回 対象３２人（移行１１人、定着２１人） 

  ③ 障がい者虐待防止と障がい理解促進 

ア．障がい者虐待防止研修 １回 ３４人参加 

イ. 障がい者虐待の通報及び届け出受理   ４件 

ウ．障がい理解促進と障がい者差別禁止啓発 １回 

エ．障がい差別の通報及び届け出受理    ０件 

  ④ 自立支援協議会の運営 ８回（代表者会議、全体会、ビジョン部会、暮らし部会） 

 

(5) 会議・研修 

  ① 外部研修    ４３件 ５９人参加  

② その他関係会議 ２４件 ２８人参加 
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５ 居宅介護支援事業 
（長寿えがお課） 

１ 事業の概要 

介護保険制度における指定居宅介護支援事業所として、高齢者が住み慣れた地域で暮ら

していくために、要支援や要介護認定を受けた人のケアプランを作成し、関係各所との連

携強化を図りながら、利用者の自立した在宅生活を支援した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 26,718,698 職員人件費 

事務費支出 3,651,937 事務管理費 

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務支出 747,144 介護保険システム 

支出合計 31,117,779  

 

３ 重点施策への取り組み 

コロナ禍の影響による身体・認知機能の低下を防ぐため、医療機関や施設などが面会

制限の中、電話や文書などで頻回に連絡を取る工夫を行い、情報収集及び共有を図り、

適切なサービスに繋げ、効果的な支援を展開した。あわせて、成年後見制度の利用が早

急に必要であるなど、困難ケースを積極的に受け入れた。また、介護保険制度との併用

で就労支援が必要な利用者のケアプラン作成を行い、基幹福祉相談センターやハローワ

ークと連携を図りつつ、継続した支援を行った。 

その他、利用者の災害時避難対応確認として、志木市避難行動要支援者名簿登録の案

内や申し込みの提案、具体的な避難方法を利用者と一緒に確認するなど、利用者の避難

についての意識づけを行った。 

  

４ 主要な施策の成果 

  (1) 居宅介護支援 

① 職員体制（令和５年３月末） 

介護支援専門員 人数 

常勤職員 ６人 

短時間勤務職員 １人 

② ケアプラン数 

種 別 延べ作成件数 

介護計画 １,９４７件 

介護予防計画 ４１３件 

③ サービス担当者会議 ２５９回 

主な会議内容 回数（回） 

 認定更新結果後のサービス ９２ 

現在のサービス見直し ６９ 
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初回サービス担当者会議（新規利用者） ７４ 

 退院後の在宅復帰 １５ 

 区分変更後のサービス調整 ９ 

④ 介護予防サービス担当者会議 ２７回 

主な会議内容 回数（回） 

 認定更新結果後のサービス １０ 

 初回サービス担当者会議（新規） ５ 

現在のサービス見直し（変更・追加） １１ 

 その他 １ 

⑤ 相談件数  ８１件（うちケアプラン作成件数６０件） 

 

  (2) 認定調査   ５４件（志木市３８件、他市１６件） 

 

(3) 会議・研修 

① 外部研修（更新研修、認定調査研修等） ３２件 延べ３５人参加 

② 地域ケア会議          １１回 延べ１１人参加 

③ 自立支援型地域ケア会議    １回    １人参加 

④ 居宅介護支援事業所会議   １２回 延べ９５人出席 

⑤ 市内居宅介護支援事業所事勉強会（志木ケアマネスクエア）６回 延べ１４人参加 

⑥ 事例検討会          ７回 延べ４５人参加 

⑦ 内部研修           ５回 延べ１１人参加 

⑧ 包括ケアマネ支援勉強会    ７回 延べ１０人参加 

⑨ 志木市集団指導        １回    ２人参加 
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６ 相談支援事業 
（長寿えがお課） 

１ 事業の概要 

障がい者やその家族、関係機関が抱える福祉課題の相談に応じ、課題解決に向けての話 

 し合いや、福祉サービス及び社会資源などの情報提供や調整などに取り組んだ。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 8,736,726 職員人件費 

事務費支出 523,384 事務管理費 

繰入金支出 489,174 法人運営へ 

支出合計 9,749,284  

 

３ 重点施策への取り組み 

高齢の親と障がいがある子の世帯、多問題を抱える世帯など、総合的な支援を必要とす 

 るケースが増えているなか、福祉・教育・医療などの様々な関係機関と連携を図り、役割

分担をしながら支援を実施した。 

  自立支援協議会や相談支援事業所連絡会に参加し、志木市の障がい福祉サービスの現状 

 や不足する社会資源について協議を行った。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 相談支援事業 

障がい者や障がい児、難病がある人などが必要な障がい福祉サービスをスムーズに受

けられるよう、サービス等利用計画を作成した。また、障害福祉サービス以外にも、地

域の社会資源の活用を心掛け、経済的問題や権利擁護においては、基幹福祉相談センタ

ーと連携を取り、専門的な支援を受けられるよう支援を行った。 

① 障がい者等相談支援事業 

ア．相談件数 ３２２件                        （件） 

電話 来所 訪問 同行 関係機関 個別会議 メール他 

１４０ １４ ４４ ４ ９５ ２０ ５ 

イ．障がい別相談件数（複数相談あり） ３３７件            (件) 

身体 知的 精神 発達 高次脳機能 難病 その他 

５８ ６８ １９８ ０ ４ ７ ２ 

② 計画相談支援 

   ア．契約件数 １３２件     （件） 

新規契約 契約終了 延べ契約 

１８ ６ １３２ 
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イ．障がい別契約件数 １４５件      （件） 

身体障がい 知的障がい 精神障がい 重複障がい 

２６ ７０ ３６ １３ 

③ 認定調査 １０件（令和４年５月まで） 

 

(2) 会議・研修 

① 会議・研修 １２件 １５人参加  

② 自立支援協議会 ３回 

③ 連絡調整会議 １２回 
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７ 訪問介護事業 
（長寿えがお課） 

１ 事業の概要 

指定訪問介護事業、指定居宅サービス事業及び市からの受託事業として、移動支援事業

・育児サポート事業などさまざまな制度に基づき、訪問介護員が居宅を訪問し、身体介助

や家事援助などのサービスを提供することにより、住み慣れた地域で安心して暮らすこと

ができるよう、在宅生活を支援した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 73,913,700 職員人件費 

事務費支出 5,801,654 事務管理費 

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務支出 747,144 介護保険システム 

繰入金支出 1,208,711 法人運営へ 

支出合計 81,671,209  

 

３ 重点施策への取り組み 

サービス提供責任者は、積極的に WEB 研修を利用し、研修で学んだ知識を登録ヘルパー

に伝え、現場での適切なサービス提供に繋げた。また、登録ヘルパーの定期的な会議・研

修についても感染症対策を講じて実施した。 

障がい者虐待防止委員会においては、「身体拘束等の適正化のための指針」を定め、虐

待防止チェックリストを活用することにより、虐待防止について理解を深めた。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 訪問介護 

  ① 職員体制（令和５年３月末） 

職員種別 人数（人） 

サービス提供責任者（常勤） ４ 

サービス提供責任者（短時間） ２ 

事務職（短時間） １ 

登録ヘルパー ３１ 

   ② 活動時間、利用者数 

区 分 活動時間（時間） 訪問回数（回） 延べ利用者数（人） 

訪問介護 １０，３３３ １１，３６１ １，１４６ 

第１号訪問事業 ３，３２５ ４，１２２ ７８２ 

居宅サービス事業 ５，０３６ ４，５１８ ５２６ 

移動支援事業 ８００ ９９７ １４３ 

育児サポート事業 １８ １８ ６ 

自費契約 ０ ０ ０ 

合 計 １９，５１２  ２１，０１６ ２，６０３   
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(2) 研修・会議 

① 登録ヘルパー全体研修  年７回 延べ２８０人出席 

② 登録ヘルパー全体会議  年２回 延べ７７人出席 

③ 外部研修（ＷＥＢ研修） １６回 延べ２６人参加  

④ サービス提供責任者会議 １２回 延べ７４人出席 

⑤ ケース検討会       ８回 

⑥ 地域ケアエリア会議    ５回 延べ５人出席 

 

 (3) サービス担当者会議  １９６回 

主な会議内容 回数（回） 

① 身体及び生活環境の変化による業務の見直しと今後の対応について ３８ 

② 要介護認定更新に伴うサービス内容の確認について ７０ 

③ 生活状況及びサービス内容の確認について ２９ 

④ 退院後の在宅復帰に向けて ９ 

⑤ 新規訪問でのサービス提供内容について ５０ 

⑥ その他(ケアマネジャー交代等) ０ 

 

（4）講師派遣 

   志木市役所「福祉体験研修（車いす及び視覚障害者への介助）」２日間      

サービス提供責任者２人派遣 
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８ 地域包括支援センター 
（長寿えがお課） 

１ 事業の概要 

柏町及び館・幸町地区の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が続けられるように、

相談を受け、高齢者を見守り、心身の状態に併せた支援を行った。また、「地域包括ケア」

の中核機関として、必要な総合相談支援、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメント支

援、介護予防ケアマネジメントなどを市からの委託を受けて実施した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 68,528,766 職員人件費 

事業費支出 3,587,743 市受託事業、自主事業 

事務費支出 7,553,985 事務管理費 

繰入金支出 7,289,974 法人運営へ 

支出合計 86,960,468  

 

【志木市高齢者あんしん相談センター柏の杜】 

３ 重点施策への取り組み 

生活支援体制整備事業については、２層協議体を開催し、参加者同士のつながりが増え

たことで、団体間の横のつながりや住民同士の交流が増えた。また、柏町内のイベントで

小学生や中学生と交流する機会が増え、志木中学校生徒会と意見交換から若い世代の意見

を聞く機会が持つことができた。 

個別支援については、複数の課題を抱えている人の支援が増え、多職種での地域ケアエ

リア会議を開催し、介護支援専門員の後方支援を行った。また、住民や民生委員、関係団

体等と連携し、支援が必要な人の早期発見、早期介入を目指して支援を行った。 

柏町内で活動している介護予防を目的とする団体を定期的に訪問し、ミニ講座を開催す

るなど、顔の見える関係づくりを行った。 

  認知症施策については、「認知症にやさしい柏町」を目指し、ボランティア団体の協力

のもと、認知症カフェや特別講座を開催した。 

 

４ 主要な施策の成果 

  (1) 総合相談支援業務 

    ① 総合相談受付件数 ４，８７７件（実人数４６６人）          （件） 

電話相談 来所相談 訪問相談 文書 合 計 

３，１６６  ４４０ １，２５３ １８ ４，８７７ 

    ② 実態把握業務 

業務内容 主な内容 件数（件） 

高齢者世帯実態把握二次調査 郵送調査による包括の訪問希望者・未返信者  ８０ 

③ 地域におけるネットワークの構築 

分類 主な内容 回数（件） 

会議・打合せ 民生委員会議、施設会議などへの参加・打合せ ３７ 
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活動支援 サロン活動、ボランティア団体会議への参加など ３３ 

出前講座 熱中症予防、認知症サポーター養成講座など ４７ 

出張相談 なんでも相談会 １ 

 

(2) 権利擁護業務 

  ① 相談 

相談内容 件数（件） 実人数（人） 

権利擁護・成年後見人制度関連 ２３ ６ 

虐待関連 ６ ４ 

  ② 啓発講座 

講座内容 回数（回） 参加者（人） 

交通安全、消費生活アドバイス １６ １６５ 

 

  (3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務、介護予防ケアマネジメント 

分類 主な内容 回数・件数 

相談支援 介護支援専門員・サービス事業者への相談支援 ９２３件 

会議・研修 介護支援専門員を支援するための会議・研修 ７回 

地域ケア会議 エリア会議開催、自立支援型地域ケア会議参加 １５回 

在宅医療・介護連携 在宅医療・介護連携会議などへの参加 ８回 

生活支援体制整備 ２層協議体・打合せ・会議・サロン支援など ６４回 

一般介護予防事業 訪問型・通所型サービス等の調整 ６２件 

 

  (4) 介護予防支援事業所 

主な内容 回数・件数 

給付管理 
介護予防支援       延べ１，０３５件 

介護予防ケアマネジメント 延べ２７８件 
延べ１，３１３件 

介護予防サービス計画サービス担当者会議の開催 １４６回 

要介護認定申請書などの申請を代行 １５７件 

 

(5) 市受託事業 

 ① 元気づくり事業 

事業名 主な内容 回数（回） 参加者（人） 

自立支援教室 
体操＆太極拳 ２２ ３６１ 

自宅で取り組む毎日チャレンジ １２ ３６７ 

② 認知症施策推進事業 

事業名 主な内容 回数（回） 参加者（人） 

認知症カフェ １か所の茶話会・和光病院院長講話 １１ １６４ 

認知症SOS声かけ模擬訓練 市内包括合同SOS声かけ訓練 １ ２８ 

  

(6) 会議・研修 

① 職員外部研修   ３２件 延べ４５人参加 

② その他関係会議  ４６回 
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【志木市高齢者あんしん相談センター館・幸町】 

３ 重点施策への取り組み 

  生活支援体制整備事業については、保育園の園児との交流会を行い、多世代交流の促進

を図った。また、「防災から地域のつながりを考える」をテーマにフォーラムを開催した。 

  総合相談支援の強化として、館地区での出張相談の場を設け、行政書士と連携し、相続

や遺言、成年後見制度に関する専門相談を行った。 

高齢者を支えるネットワークづくりとして、弁護士や民生委員などと連携し、地域ケア

エリア会議を開催し、協働を継続することで、多問題ケースの解決や地域課題の発見に至

り、介護支援専門員の支援にも繋がった。 

また、老後のワンポイント講座として「終活セミナー」を実施した。 

  消費者被害防止の啓発として、朝霞警察署と連携し、消費者被害防止の講座の開催、館

地区への注意喚起のための個別訪問、老人会やサロン、体操事業などでのチラシ配布、ミ

ニ講座を行った。 

  民生委員、管理組合、近隣住民からの情報収集や市の事業、高齢者サロンへの訪問によ

り、コロナ禍により活動の制限や自粛が続くなかで生じている高齢者の生活ニーズや介護

リスクの高い要介護者の実態把握に努めた。 

  

４ 主要な施策の成果 

  (1) 総合相談支援業務 

    ① 総合相談受付件数 ６，４７７件（実人数４８８人）          （件） 

電話相談 来所相談 訪問相談 文書 合 計 

４，０８４ ３９５ １，６５２ ３４６ ６，４７７ 

    ② 実態把握業務 

業務内容 主な内容 件数（件） 

高齢者世帯実態把握二次調査 民生委員調査後の二次調査 ３９ 

   

③ 地域におけるネットワークの構築 

分類 主な内容 回数（回） 

会議・打合せ 民生委員会議、施設会議などへの参加・打合せ ４ 

活動支援 老人会、サロン、ボランティア活動支援・協力 ２５ 

出前講座 サロン、町内会の講座など ７ 

出張相談 館出張相談所、なんでも相談会 １８ 

 

  (2) 権利擁護業務 

  ① 相談 

相談内容 件数（件） 実人数（人） 

権利擁護・成年後見人制度関連 ５２ １３ 

虐待関連 ２９   １２ 

認知症関連 ８６ ４４ 
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② 啓発 

講座内容 回数（回） 参加者（人） 

交通安全、消費生活アドバイス講座 １７ ２１３ 

詐欺被害防止個別訪問 ７ ７ 

  

 (3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務、介護予防ケアマネジメント 

分類 主な内容 回数・件数 

相談支援 介護支援専門員・サービス事業者への相談支援 １，７２４件 

会議・研修 介護支援専門員を支援するための会議・研修 １３回 

地域ケア会議 
地域ケアエリア会議開催 

自立支援型地域ケア会議参加 

２０回 

１０回 

認知症総合支援 
認知症地域支援推進員会議 

認知症初期集中支援チーム 

８回 

５回 

在宅医療・介護連携 在宅医療・介護連携会議への参加、受診支援 ３３回 

生活支援体制整備 打合せ・会議・サロン支援、フォーラムなど １１回 

多世代交流 保育園とサロンとの交流、保育園の見学・交流 ３回 

一般介護予防事業 百歳体操立ち上げ・活動支援、体操会 ２１回 

 

  (4) 介護予防支援事業所 

主な内容 回数・件数 

給付管理 
介護予防支援       延べ１，２２８件 

介護予防ケアマネジメント 延べ６６３件 
延べ１，８９１件          

介護予防サービス計画サービス担当者会議の開催 ９６回 

要介護認定申請書などの申請を代行 ２６７件 

 

(5) 市受託事業 

 ① 元気づくり事業 

内容 主な内容 回数（回） 参加者（人） 

自立支援教室 青空体操・ウォーキング・脳活性化ゲーム １６ １４８ 

② 認知症施策推進事業 

事業名 主な内容 回数（回） 参加者（人） 

認知症カフェ １か所の茶話会・講演会 ６ １０９ 

サポーター養成講座 小学校や地域団体へ認知症の理解講座 １ １４５ 

声かけ模擬訓練 フォローアップ講座、声かけ模擬訓練 １ ２５ 

 

 (6) 会議・研修 

① 職員外部研修  ２５回 延べ３７人参加 

② その他関係会議 ４８回 
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９ 志木市総合福祉センター 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

住み良い地域社会の形成と福祉の増進を図るため、子どもから障がい者、高齢者まで

さまざまな利用者が安心して利用できる地域福祉拠点施設の運営を行うとともに、複合

施設な利点を活かし、関係機関や団体と連携した事業を実施した。（指定管理者） 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 20,016,740 職員人件費 

事業費支出 242,469 自主事業 

事務費支出 27,587,197 事務管理費 

繰入金支出 1,268,369 法人運営へ 

支出合計 49,114,775  

 

３ 重点施策への取り組み 

日頃から広報紙やホームページ等で市内の情報を収集して職員間で共有し、適切な利

用者対応を行った。また、土日祝日は社協内事業所の一部の業務を引き継ぎ、市民サー

ビスの向上を図った。 

事業においては、総合福祉センター利用団体等で組織する総合福祉センターまつり実

行委員会を立ち上げ、感染症対策や開催規模を協議し、新型コロナウイルスが流行した

以降はじめてとなる第１０回総合福祉センターまつりを開催した。 

施設利用においては、令和３年度に実施したインターネット環境の整備に加え、無線

ルーターの無料貸し出しを開始するなど施設利用の促進及び利便性向上を図った。利用

定員等の条件緩和にも順次取り組んだことから、昨年度と比較し利用回数が1,925件から

2,002件へ、利用人数が23,405人から30,887人と大幅に増やすことができた。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 施設利用状況 

  開館日数３５５日 

施設名 利用回数(回) 利用人数(人) 

ホール ６２６ ２０，５５７ 

２０１会議室 ３５９ ３，４１４ 

２０２会議室 ３８６ ３，４４９ 

２０３会議室 ６３１ ３，４６７ 

合 計 ２，００２ ３０，８８７ 

＜臨時休館＞ 

6月19日、9月4日、10月16日、2月12日の4日間（電気点検、館内清掃のため） 
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 (2) 感染症対策等の施設管理 

  ① 施設利用の条件・ルールの変更 

   市の新型コロナウイルス感染症対策本部会議の決定を基に、感染状況に応じた利用条

件を変更し、感染リスクの減少に努めた。施設利用者には、利用条件の変更を行った際

は新しい利用条件を周知し、感染症対策の協力をお願いした。 

  ② 感染症対策 

   館内のこまめな換気を行い、ロビー、トイレ等の共有スペースについては１日４回以

上、部屋は利用した都度、職員によるアルコール消毒と利用備品の片付けを実施した。

また、令和３年度から進めている水道の自動水栓への更新をさらに進めた。 

③ 節電対策 

   光熱水費が高騰する中で、利用者への影響が無い範囲で照明の間引き点灯や館内事業

所への呼びかけ、小まめなエアコン設定等で節電を図った。 

 

(3) 事業実施状況 

事業名 共催者等 実施日 参加人数 

総合福祉センター

まつり 

総合福祉センターまつり実行委員会、

社協共催 

3 月 4 日～3 月 5 日 ９３７人 

普通救命講習会 宗岡第二公民館共催 10 月 27 日 １７人 

映画会（児童向け） 宗岡第二公民館、児童センター、宗岡

子育て支援センター共催 

5 月 29 日、3 月 28 日 ９０人 

地域ふれあい交流事業、サマーコンサートは中止 

 

 (4) 防火管理・安全対策・職員研修 

      火災、地震、水害、事件・事故などの危機に明確かつ迅速に対応できるよう、危機管

理マニュアルを作成し、職員及び関係者へ周知し、火災を想定した消防訓練を消防署立

ち合いのもと実施した。また、接遇の向上を目的とした研修に参加した。 

① 消防訓練  年２回実施（9 月 26 日、2 月 27 日） 

  ② 普通救命講習会・接遇研修・障がい理解講座 ３件 延べ９人参加 

 

(5) 印刷機貸出及びコピーサービス 

   地域福祉を推進する団体などに、印刷機、大判コピー機の貸出及びコピーサービス

を実施した。 

コピー 
モノクロ ５，３２１枚 

カラー ３８９枚 

大判コピー １２件 ２６枚 

印刷機 １０１件 ４９,７１５枚 

 

 (6) 利用者アンケート 

利用者カードによりアンケートを実施し、利用者の声を尊重した施設運営を進め、

意見・要望を参考に快適な施設提供を行った。（集計数６７１件） 
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１０ 宗岡第二公民館 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

住民への教養の向上をはじめ、健康を増進し、生活文化の振興、社会福祉の増進を図

るため、利用者の誰もが安心して利用できるように施設の運営を行うとともに、関係機

関や団体と連携して各種事業を実施した。（指定管理者） 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 14,917,750 職員人件費 

事業費支出 2,946,232 公民館事業、図書室事業 

事務費支出 9,699,444 事務管理費 

繰入金支出 650,389 法人運営へ 

支出合計 28,213,815  

 

３ 重点施策への取り組み 

よみきかせのボランティア団体を立ち上げたほか、高校生への講座講師依頼や講師活動

を行ったことがない人に講座運営に協力いただくなどして、地域に貢献できる人材の育成

を行った。また、図書室においては学生のボランティアによる本のポップの作成と図書室

利用者が他の利用者におススメの本を紹介できる「どくしょのき」の設置等を行い、環境

整備に努めた。 

施設利用においては、利用後の消毒・片付けを引き続き職員が行い、プロジェクターの

更新やルーターの無料貸し出しを開始するなど利便性の向上を図り、昨年度と比較し利用

回数が 2,922 回から 3,400 回へ、利用人数が 26,881 人から 37,789 人と大幅に増やすこと

ができた。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 施設利用状況 

  開館日数３５５日 全１０室 ３，４００回 ３７，７８９人利用 

施設名 
利用回数

(回) 
利用人数(人) 施設名 

利用回数
(回) 

利用人数(人) 

４０１会議室 ４５２ ６，４８７ ４０６会議室 ３０５ ３，４２５ 

４０２会議室 ３３４ ６，６４５ 和室 １９２ ９８１ 

４０３会議室 ２１７ １，３１７ 調理室 １５６ １，６４６ 

４０４会議室 ３５１ ２，８８７ トレーニング室 ７２５ ８，０３９ 

４０５会議室 ３２９ ３，９６６ 美術工芸室 ３３９ ２，３９６ 

 合 計 ３，４００ ３７，７８９ 

＜臨時休館＞ 

 6月19日、9月4日、10月16日、2月12日の4日間（電気点検、館内清掃のため） 

 

(2) 事業実施状況 

  ① 自主事業 ２６事業 １３７回 参加者２，８６６人 
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   実施した事業は、受付での検温と手指消毒、休憩時間などの換気、会場を大きい部屋

に変更、複数回にして少人数にするなどの感染症対策を行った。 

分類（事業数） 事業名 回数(回) 参加者(人) 
高齢者事業（１事業） 寿大学 １９ ６１１ 

ICT 学習支援事業（２事業） 
スマホのい・ろ・は教室 

志木市スマホ体験教室 
５ ９１ 

一般成人事業（５事業） 
男女共同参画推進事業、パーソナ

ルカラー講座、普通救命講習会等 
７ １００ 

家庭教育・子育て支援事業
（７事業） 

夏休みお天気教室、キッズチャレ

ンジ「油絵体験」、旬を食べよう

料理教室等 

２０ ２６９ 

青少年事業（１事業） 中学生の勉強会 ３３ ２９２ 
学校連携事業（１事業） 子ども陶芸教室 ４ １００ 

図書室関連事業（５事業） 
はじめてのよみきかせ講座、えほ

んとなかよし、昭和を楽しむ映画

会等 

２４ ３０６ 

地域福祉事業（３事業） 
パステルアート教室、みんなの木

あそび教室、写真教室 
２４ １６０ 

館内共催事業（１事業） 総合福祉センターまつり １ ９３７ 

  （休止した事業：図書室関連事業（２事業）、地域連携事業（１事業）、館内共催事業（２事業）） 

  ② 陶芸用電気炉利用状況 

    延べ２６回（素焼き１１回、本焼き１５回） 

③ 図書室運営   開館日数３３６日 

   返却資料の拭き取り消毒、閲覧席の制限など感染症対策を徹底し、開室した。 

ア．利用者数                             (人) 

児童 青少年 一般 団体等 合計 

２，１４８ ２９２ ８，５４５ １３８ １１，１２３ 

イ．貸出資料数・リクエスト受付数 

 児童書 一般書 雑誌 ＡＶ資料 合計 

貸出資料数(点) 17,975 12,780 2,263 3,519 36,537 

リクエスト受付数(件) 650 3,578 743 224 5,195 

④ ボランティア協力 

   ボランティア団体「えほんとなかよし」を立ち上げ、９月から未就学児を対象に図書

室内でよみきかせを開始した。また、前年度ボランティアの協力により作成したよみき

かせ動画を図書室内やリサイクル図書無料配布会で上映した。 

 

 (3) 防火管理・災害対策・職員研修 

      総合福祉センター危機管理マニュアルに基づき、総合福祉センター内の各施設と連携

し、消防訓練を２回実施した。また、利用者サービスの充実に必要な研修として、公民

館職員関係職員専門研修会、障がい理解講座、接遇研修、普通救命講習会等に延べ１６

人参加した。 

 

(4) 利用者アンケート 

利用者カードによりアンケートを実施し、利用者の声を尊重した施設運営を進め、意

見・要望を参考に快適な施設提供を行った。（集計数２，１７６件） 
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11 志木市福祉センター 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

高齢者が健康で明るい生活を送ることができるよう、介護予防の推進事業やレクリエ

ーションの実施など、各種事業を展開するとともに、高齢者の憩いの場として、安心、

快適に過ごせるよう施設運営を行った。また、志木市老人クラブ連合会の事務局として

老人クラブ活動の支援を行った。(指定管理者) 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 11,150,785 職員人件費 

事業費支出 3,126,373 自主事業 

事務費支出 5,219,629 事務管理費 

繰入金支出 406,884 法人運営へ 

支出合計 19,903,671  

 

３ 重点施策への取り組み 

 感染症の流行状況を考慮し、感染症予防対策を徐々に緩和しながら、高齢者の身体機能

維持や仲間との交流の場の提供として、事業を中止することなく展開し、教室数や定員数

を増やすなど利用の拡大を図った。また、カラオケは、マイク消毒機材の導入や換気など

の感染症対策を徹底して、サークル活動による利用を再開し、活動の場を提供するなどの

支援を行った。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況 

  開館日数 ３５５日             （人） 

市内利用者 市外利用者 合  計 

１６，５５６ １４０ １６，６９６ 

＜臨時休館＞ 

6月19日、9月4日、10月16日、2月12日の4日間（電気点検、館内清掃のため） 

 

 (2) 教室事業 

教室名 回数（回） 参加者数（人） 実施期間 

健康レクリエーション① １０ １０８ 5月～3月 

健康レクリエーション② １０ １２９ 5月～3月 

健康体操① ９ １１３ 5月～3月（12月休み） 

健康体操② １０ １４６ 5月～3月 

３Ｂ体操 １０ １４１ 5月～3月 

太極拳① １０ １０２ 5月～3月 

太極拳② １０ １０４ 5月～3月 

フォークダンス １０ １４８ 5月～3月 

大人のぬり絵 １０ １５７ 5月～3月 
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大人のぬり絵（自習） １０ １３１ 5月～3月 

書道 １０ ２６５ 5月～3月 

民謡 １０ １８０ 5月～3月 

１１教室（自習を含む） １１９ １，７２４ （8月休み） 

 
 (3) 介護予防事業 

事業名 回数 参加者数（人） 実施期間 

朝の５分間体操 毎日 ― 随時 

エンジョイ筋トレ 月１回 １３８ 4月～3月 

お気軽ころばん塾 週３回 １，６１８ 4月～3月 

カッピー体操 週１回 ６３０ 4月～3月 

スマイル体操 週１回 ６３７ 4月～3月 

歌声サロン 週１回 ５９２ 6月～3月 

健康講座 奇数月１回 ４１ 5,11,1,3月 

脳体操（脳活性化ゲーム） １５回 １６５ 5月～9月、11月～3月 

楽々筋トレ塾 毎日 ９９７ 4月～3月 

輪投げ・マグダーツ練習会 週１回 ３４１ 4月～3月  

リフレッシュ椅子ヨガ 月２回 ２８４ 4月～3月 

麻雀 毎日 ２，３３２ 4月～3月 

楽しいフラメンコ 全４回 ４１ 6，8，11，3月 

能力アップコロナフレイル予防 全１回 ９ 4月 

１４事業  ７，８２５  

 

(4) イベント事業 

   総合福祉センターまつりの一環として、高齢者作品展示会の展示期間を３月２０日ま

で延長し、福祉センター２階ロビーにて実施した。 

なお、高齢者芸能大会は、感染症の感染状況を考慮して、中止した。 

 

 (5) 感染症対策 

日常的な感染症対策としては、検温と消毒を同時にできる非接触型の機材を受付に設

置して入館時の混雑を回避し、バーコード利用券による入退館記録、マスク着用、加湿

機付空気清浄機及び扇風機の設置、定期的な換気と人の触れる機会の多い場所の消毒、

利用後の部屋や備品の消毒を毎日実施した。飲食は黙食でお願いした。 

 

(6) 志木市老人クラブ連合会事務局活動 

   志木市老人クラブ連合会事務局及び各単位老人クラブに関する事務を実施し、日常活

動や事業の連絡調整、準備、決算、記録、会計研修などの諸活動の支援を行った。 

   事業は、友愛訪問活動をはじめ、輪投げ大会、マグダーツ大会、日帰り旅行、市民文

化祭芸能発表及び高齢者作品展示会などについて、感染症対策を講じながら実施した。 

 

(7) 防火管理 

      総合福祉センター危機管理マニュアルに基づき、総合福祉センター内の各施設と連

携し、館内のすべての機関が参加する消防訓練に年２回参加した。 

 

(8) 研修 

  内部研修 １件 １人参加  
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12 志木市第二福祉センター 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

高齢者が健康で明るい生活を送ることができるよう、介護予防の推進事業やレクリエ

ーションの実施など、各種事業を展開するとともに、高齢者の憩いの場として、安心、

快適に過ごせるよう施設運営を行った。また、隣接する市営城山住宅に居住するひとり

暮らし高齢者の定期的な安否確認を行った。（指定管理者） 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 13,695,501 職員人件費 

事業費支出 1,894,667 自主事業 

事務費支出 20,829,953 事務管理費 

繰入金支出 287,013 法人運営へ 

支出合計 36,707,134  

 

３ 重点施策への取り組み 

教室事業及び介護予防事業は、高齢者の身体機能の低下や社会的孤立を防止するため

市内公共施設の利用基準を慎重に検討したうえで、講師などと調整し、会場を広い部屋

に変更するなどして、感染症対策を徹底しながら実施した。 

また、浴室施設を安心・安全に利用いただくため、事前予約制により浴室に入ること

ができる人数を制限して運営を行った。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 利用状況 

  開館日数 ３５５日             （人） 

市内利用者 市外利用者 合 計 

２３，３７３ １２３ ２３，４９６ 

＜臨時休館＞ 

 6月12日、11月23日、12月11日、2月12日の4日間（定期清掃、受水槽清掃、電気工

事のため） 

 

(2) 浴室利用 ※予約制 1日４４人以内（男性５人×４回 女性６人×４回） 

  利用日数２８７日              （人） 

男性 女性 合 計 

５，３６３ ６，６１７ １１，９８０ 

 

(3) 教室事業 

教室名 回数(回) 参加者数(人) 実施期間 

大人のぬり絵教室 １０ ８６ 5月～3月 
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健康体操教室 １０ １３１ 5月～3月 

３Ｂ体操教室 １０ １３８ 5月～3月 

シニアダンス教室 １０ １３３ 5月～3月 

書道教室 １０ １６９ 5月～3月 

太極拳教室 １０ １３６ 5月～3月 

認知症予防ゲーム教室 １０ １８９ 5月～3月 

志木史教室 １０ ９４ 5月～3月 

リズム体操教室 １０ １３２ 5月～3月 

９教室 ９０ １，２０８ （8月休み） 

  

 (4) 介護予防事業 

   事業名 回数 参加者数(人) 実施期間 

朝の５分間体操 毎日 ― 随時 

エンジョイ筋トレ 月１回 ８１ 5月～3月 

お気軽ころばん塾 週３回 １，５４１ 4月～3月 

カッピー体操 週１回 ４２１ 4月～3月 

楽々筋トレ塾（初回講習を含む） 毎日 １，８１３ 4月～3月 

５事業  ３，８５６  

 

(5) イベント事業 

   サークル発表会、カーレット大会、パフォーマンスなどは中止した。 

 

 (6) 感染症対策 

日常的な感染症対策としては、検温と消毒を同時にできる非接触型の機材を受付に 

設置して入館時の混雑を回避し、バーコード利用券による入退館記録、マスク着用、

飲食禁止、接触機会軽減など利用者の協力をお願いし、各部屋の定員制限、加湿機付

空気清浄機及び扇風機の設置、定期的な換気と人の触れる機会の多い場所の消毒、利

用後の部屋や備品の消毒を毎日実施した。飲食は黙食でお願いした。 

 

(7) 隣接住宅の見守り安全確認 

隣接する市営城山住宅に居住するひとり暮らしの高齢者に対し、定期的な安否確認を

実施した。 

 

  (8) 防火管理 

      安心して施設を利用していただくため、消防訓練を年２回実施した。また、避難所

開設・運営の打合せに参加し、指定避難所の運営を円滑に行うための確認を行った。 

 

(9) 研修 

   外部研修 １件 １人参加   内部研修 ２件 ２人参加 
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13 障がい者通所施設（生活介護） 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

障害者総合支援法に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むことがで

きるよう、利用者の意向、適性、障がいの特性その他事情を踏まえた個別支援計画を作成

し、利用者に障がい福祉サービスを実施した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 33,789,629 職員人件費 

事業費支出 259,813 自主事業 

事務費支出 4,547,265 事務管理費 

就労支援支出 295,291 利用者工賃、材料費 

事業税支出 21,000 作業収入に関わる消費税 

支出合計 38,912,998  

 

３ 重点施策への取り組み 

  保護者等にも協力を得て、感染症対策を行いながら事業を実施してきたが、１０月に陽

性者が複数発生してしまったため、３日間休所した。また、その前後などにも一定期間通

所を控えるなどがあったことから、部屋のレイアウト替えや換気の徹底など管理の見直し

を行い、再発防止に努めた。 

強度行動障がいやてんかん等に関する外部研修に積極的に参加し、それらの研修で得た

知識や技術を支援の場面に取り入れることで、拒否が強かった一部の利用者も活動に参加

する機会を増やすなど、支援を改善していくことができた。 

身体を動かす機会の提供としては、施設周辺の散歩や毎週行うリハビリ体操についても

プログラムを増やし、他にも新たなレクリエーションとしてボッチャの時間を設けるな

ど、楽しく運動することに力を入れ取り組むことができた。 

また、コロナ禍の影響を受けて中止していた外部販売活動を、規制の緩和に合わせ再開

し、缶回収とあわせて地域の方々や保護者との交流を図ることができた。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 新規契約者数 

① 新規契約  １人（１０代男性） 

② 契約終了  ０人 

 

(2) 利用登録者数（3 月 31 日現在） 平均利用者数 １７．２人／日 

 利用登録者数 延べ利用者数 

つくしんぼ ２３人 ４，１８５人 
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 (3) 平均工賃（一人あたり） 

 月額(円) 活動内容 

つくしんぼ １，１７８ 自主製品販売、アルミ缶回収、内職作業 

 

(4) つくしんぼの活動 

① 販売活動 ８回 

② 健診と余暇活動など 

 活動内容 回数(回) 

健
診 

内科検診  １２ 

歯科検診    ２ 

余
暇
活
動
な
ど 

大正琴  ２４ 

音楽療法    ６ 

市内他団体との交流会    １ 

外出行事   ― 

スポーツ・レクリエーション ４２    

絵画教室 １２ 

リハビリ体操 ４８ 

 

 (5) 関連業務 

  ① 実習体験生の受け入れ 

所属など 人数 日数 

所沢おおぞら特別支援学校 ３人 １５日 

   ② 避難訓練 

   避難確保計画に基づく垂直避難訓練（10 月 3 日実施）１回 １８人参加 職員７人 

総合福祉センター実施避難訓練   ２回 延べ利用者４人、職員２人参加 

③ 会議・研修等 

分類 つくしんぼ 管理（所長、サビ管） 

外部研修 ４件 ７人 ５件 ６人 

内部研修 ４件 ２３人 ４件 ６人 

職員会議 １２回  １２回  
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14 障がい者通所施設（就労継続支援Ｂ型） 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

障害者総合支援法に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むことが 

できるよう、また、継続的な就労活動ができるよう、利用者の意向、適性、障がいの特

性、その他事情を踏まえた個別支援計画を作成し、利用者に障がい福祉サービスを実施

した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 40,066,360 職員人件費 

事業費支出 1,516,665 自主事業 

事務費支出 3,659,784 事務管理費 

就労支援支出 12,107,272 利用者工賃、材料費 

事業税支出 943,000 作業収入に関わる消費税 

支出合計 58,293,081  

 

３ 重点施策への取り組み 
  保護者等にも協力を得て、感染症対策を行いながら事業を実施してきたが、陽性者の発

生により一定期間通所を控えるなどがあったことから、部屋のレイアウト替えや換気の徹
底など管理の見直しを行い、拡大防止に努めた。 
また、市内施設への販売活動の再開や新しく市役所トイレの清掃を請け負うなど、一定

の請負業務を確保し、利用者への就労訓練の機会を提供することができた結果、就労支援
事業収入が昨年度に比べ約１５０万円増額することができ、利用者一人ひとりの平均工賃
月額も昨年度より２，７５５円アップの１７，８１３円とすることができた。 

 

４ 主要な施策の成果 
(1) 新規契約・契約終了者数 
① 新規契約  ５人（５０代男性１人、１０代女性１人、２０代女性１人、 

５０代女性１人、６０代女性１人） 

② 契約終了  ２人（４０代男性→他事業所へ、１０代女性→通所中止） 
 

(2) 利用登録者数（3 月 31 日現在） 平均利用者数 ２４．７人／日 
 利用登録者数 延べ利用者数 
クローバー ２０人 ３，７１８人 
ひまわり ９人 １，０２３人 
東館 １０人 １，２７５人 

 
(3) 平均工賃（一人あたり） 

 月額(円) 活動内容 

クローバー 17,889 清掃及び除草、御香炉灰、缶バッチ製造など 

ひまわり 23,027 食堂運営 

東館 13,198 焼き菓子製造、学童おやつ提供 

平均工賃 17,813  
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(4) クローバーの活動 
  クローバーでは、灰・線香の作業や分別作業、缶バッチ製造等の内職作業、公園や施
設トイレの清掃作業を行った。令和４年度は新たに、志木市役所のトイレ清掃を市内の
他事業所と共同で請け負い、また、内職作業としてミシンを使った油処理袋の縫製作業
を請け負うことで、利用者の訓練の機会拡大と収入アップを図った。 
さらに、地域活動の一環として市内クリーンボランティアも継続して実施した。 

  ① 就労支援活動 

就労場所 活動内容 延べ活動者数 売り上げ（円） 

市役所・市内公園 清掃及び除草 ２１５人 318,400 

施設内作業 
内職（御香炉灰など） ３，７２２人 2,938,412 

缶バッチ製造 ２５人 443,700 

② 余暇活動  １回（買い物イベント） 
 

(5) ひまわり・東館の活動 
食堂を運営するひまわりでは、食洗器を入れ替え、作業の効率化、衛生面の向上を 

図った。コロナ禍対策で始めた持ち帰り商品も定着し、利用者の作業能力も向上してき
ている。制限緩和に伴い、徐々に来客数も増え、食堂のお客様との交流も生まれた。 

東館では、販路先を拡大し売り上げを増やす取り組みを強化した他、料理研究家の指
導のもと新商品（宗岡産精米を使った米パン）を手掛け、利用者の能力向上と売り上げ
向上につなげることができた。 
ひまわりと東館では、上記活動に加え、宗岡地区の４学童へ週３日おやつの提供を継

続的に実施するなど、食を通して地域との交流を持ち、障がい理解の一役を担った。 

 主な活動内容 活動日数 延べ来客数・提供数 売り上げ(円) 

食堂運営 ２１０日 ９，４４５人 5,457,620 

学童おやつ提供 １４４日 ２０，５９８人 2,363,620 

クッキー等焼菓子製造 ２３８日 － 1,953,674 

 
(6) 関連業務 
① 実習体験生の受け入れ 

所属など 
クローバー ひまわり 東館 

人数 日数 人数 日数 人数 日数 
通所希望者 ２人 ５日 － － ３人 ９日 
所沢おおぞら特別支援学校 ６人 ２２日 ― ― ３人 １１日 

 
② 避難訓練 
避難確保計画に基づく避難訓練(10 月 3 日実施) 

回数 クローバー ひまわり 東館 就労Ｂ職員 
１回 １６人 ４人 ４人 ９人 

 総合福祉センター実施避難訓練 
回数 クローバー ひまわり 東館 就労Ｂ職員 

２回 ３０人 ３人 ９人 １７人 
③ 会議・研修等 

分類 クローバー ひまわり 東館 
外部研修 ３件 ５人 ２件 ２人 ３件 ３人 
内部研修 ４件 １６人 ４件 ７人 ４件 １２人 
職員会議 １２回 ― １２回 ― １２回 ― 
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15 地域活動支援センター 
（ふれあい交流課） 

１ 事業の概要 

障がい者等の意思及び人格を尊重し、地域において自立した生活を営むことができるよ

う、障がい者等の声をもとにした創造的活動及び生産活動の機会の提供並びに社会との交

流を図る事業を実施した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 4,395,169 職員人件費 

事業費支出 4,572,506 機能回復訓練、教室事業 

事務費支出 1,727,425 事務管理費 

支出合計 10,695,100  

 

３ 重点施策への取り組み 

新型コロナウイルスの感染予防対策を講じながら、各種事業を安全に実施した。 

木あそびは「おとこの木あそび」から「みんなの木あそび」に名前を変えたことにより、

女性２人が新規加入した。教室事業の活動発表の場である総合福祉センターまつりでは、

利用者の製作品や活動風景の写真を展示して、新しい利用者の拡大推進に努めた。 

機能回復訓練事業では、コロナ禍以前から協力いただいていた理学療法士と作業療法士

の継続が難しくなったことから、新たに理学療法士と作業療法士を確保した。 

青年学級は感染状況を見ながら実施内容を検討し、９月までは半日の活動、１１月から

は感染対策を徹底している店で昼食を摂り、１日の活動にするなどの工夫をした。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 地域活動支援センターの管理運営 

① 障がい者団体及びボランティア団体への活動場所の提供 

団体利用 ６団体８２回、延べ８３７人 

② 職員研修 ４回、延べ６人 

 

(2) 自主事業及び受託事業の実施 

 ① 教室事業（創作活動） 

教室名 回数 参加者 

生花教室   １１回 ５７人 

陶芸教室  １２回 ８１人 

料理教室 １１回 １３８人 

体操教室 １２回 ８０人 

みんなの木あそび １２回 ９０人 

パステルアート教室 １２回 ４６人 
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写真教室 ４回 ２４人 

７教室 ７４回 ５１６人 

② サークル活動 

サークル名 回数 参加者数 

ペンギンクラブ  ２１回 １３３人 

ＰＣＣ六星  ２２回  ７５人 

ぴあの ２１回 １０２人 

りらっくすルーム   ２回   ２人 

  ４サークル  ６６回 ３１２人 

③ 親と子の生活訓練（介護の指導方法） 

９回、延べ４５人 

④ 青年学級（社会適応訓練） 

６回、延べ１４４人 

実施日 主な内容 参加者数 

5 月 21 日(土) 金魚釣りと工作 ２３人 

7 月 10 日(日) ボウリング大会 ２９人 

9 月 17 日(土) 卓球大会 ２５人 

11 月 27 日(日) 川越七福神ウオークラリー ２５人 

1 月 28 日(土) 葛西臨海水族園見学 ２１人 

3 月 19 日(日) 彩の国ビジュアルプラザ見学 ２１人 

６回 １４４人 

⑤ 機能回復訓練事業 

 実施回数 参加者数 

月曜日 ４８回 ２６４人 

金曜日 ４８回 ２２５人 

週２回 ９６回 ４８９人 

⑥ 送迎サービス ６３回、延べ１０２人 

教室名 回数 利用者数 

生花教室 １０回 １７人 

陶芸教室 １２回 １２人 

料理教室 １１回 １６人 

体操教室 ２２回 ４９人 

みんなの木あそび ７回 ７人 

写真教室 １回 １人 

６教室 ６３回 １０２人 
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16 志木市児童センター 
（こども未来課） 

１ 事業の概要 

児童に健全な遊びを提供して、その健康を増進し、情操を豊かにする児童福祉法に基 

づく目的を達成するため、各種事業を実施するとともに、施設の適切な維持管理に努め、

利用者が安心して安全に利用できる施設運営を行った。（指定管理者） 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 19,373,863 職員人件費 

事業費支出 245,910 自主事業 

事務費支出 2,174,218 建物管理費 

固定資産取得支出 157,520 固定資産取得支出 

支出合計 21,951,511  

 

３ 重点施策への取り組み 

  感染症対策を講じながら、様々な経験・体験活動として「かがくあそび」や「クッキン

グ」など児童のニーズに応じた事業を実施し、児童健全育成の場と機会を提供した。 

また、宗岡子育て支援センター・宗岡地区放課後志木っ子タイムをはじめとする本会事

業所との連携・協力による共催事業を実施し、市民サービスの向上を図った。 

毎月の通信発行や事業ポスターを各公共施設に設置したほか、公式ＬＩＮＥを活用し、

情報提供を即時的に行った。また、夏休み前に小学生向けの号外通信を市内小学校全児童

に配布し、センターのＰＲ活動を積極的に行うことで、利用の促進を図った。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況 

   開館日数３５５日                           (人) 

個人利用者 団体利用者※ その他利用者 事業参加者 合  計 

１２，７５９ １６３ ８８ 
９，６０５ ２２，６１５ 

１３，０１０ 

※宗岡子育て支援センターの事業参加者及び宗岡第四小学校の施設見学者を団体利用 

者とした。 

 

 (2) 事業実施状況 

① 未就学児・保護者対象事業 

主な内容 事業数 参加者（人） 

なかよしランド、児セビクス、オンライン広場など ６ １，８５６ 
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② 小学生以上対象事業 

主な内容 事業数 参加者（人） 

かがくあそび、クッキング、チャレンジタブレットなど ２６ ７，１４９ 

③ 地域育成事業 

主な内容 事業数 参加者（人） 

こども１Ｄａｙスペシャル！！、総合福祉センターまつりなど ４ ２９５ 

  ※こども１Ｄａｙスペシャル！！  ８４人参加 

    ミニゲームや特別工作（プラバン）、ハメパチキーホルダー作りを実施し、地域     

    交流の場を提供した。 

    ※しきっこあつまれ！市長といっしょに○×クイズ大会  ６７人参加 

  市長を招き○×クイズ大会を実施し、地域に開けたセンターのＰＲに努めた。 

④ 相談事業 

主な内容 事業数 相談件数（件） 

子育て相談、こども相談 ２ ３０５ 

  ※保護者や利用児童の生活環境などにおける諸問題の早期発見や発生予防に努め、

相談に応じた。 

(3) 児童センター運営委員会 

１回 ９人出席 

 

 (4）モニタリング調査 

  利用者のニーズを把握し、事業運営に生かした。 回答者数 １００人 

 

(5) 感染症対策 

入館時の手洗い、検温、利用者のマスク着用、連絡先情報の確認、利用人数及び時間

の制限を行った。また、未就学児の親子は事前予約制としたほか、玩具は使用ごとに消

毒を実施した。 

事業は感染症対策を講じた上で実施した。また、流行状況に応じて市外在住者の利用

などの緩和を行った。 

 

  (6) 緊急時対策 

① 職員訓練（地震や火災を想定した災害時の保護者への連絡、ケガの場合の救急車に 

よる病院搬送など、その場に応じた適切な緊急時対応訓練） 

毎月１回 １２回実施 

② ミニミニ避難訓練（利用者とともに、地震や火災、不審者侵入を想定） 

４回実施 延べ２５人 

 

(7) 職員研修 

① 外部研修 ３件 延べ４人参加 

② 内部研修 ２件 延べ１７人参加 
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17 宗岡子育て支援センター 
（こども未来課） 

１ 事業の概要 

子育て家庭の保護者、乳幼児などに対する支援を行うため、子育て親子の交流の場の提

供と交流促進を中心とした事業を展開するほか、子育てに関する相談・援助を実施し、児

童福祉法に基づく地域子育て支援拠点として、利用者が安心して安全に利用できる施設運

営を行った。（指定管理者） 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 11,623,942 職員人件費 

事業費支出 180,573 自主事業 

事務費支出 1,613,938 事務管理費 

支出合計 13,418,453  

 

３ 重点施策への取り組み 

   孤立した育児にならないよう、親子で多様な活動を楽しみながら地域交流を図り、リフ

レッシュを兼ねた保護者同士の交流事業などの種々の事業を実施した。また、父子対象の

交流事業を実施し、来所しやすい環境作りや交流の場の提供など育児参加を促進した。 

 

４ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況 

  開館日数３５５日                            (人) 

あそびの広場 子育て支援事業・ 

相談事業など 
合  計 

子ども 保護者 

３，００９ ２，４８０ ４，５０８ ９，９９７ 

 

(2) 事業実施状況 

① あそびの広場 

主な内容 回数（回） 参加者（人） 

自由遊びや交流の場の提供（対面） ３０９ ５，４０７ 

手あそび、歌あそび等の配信（オンライン） ２４ ８２ 

② 子育て親子交流事業 

主な内容 事業数 参加者（人） 

身体測定、対象別広場、誕生日手形など ８ １，６５１ 

③ 子育て支援事業 

主な内容 事業数 参加者（人） 

親子講座、児セビクス、子育てサークル支援など １４ ２，０４９ 



- 41 - 

 

④ 相談事業 

ア．子育て相談 ２７８件                        （件） 

 睡眠 食事 排泄 発育 
発達  

障がい 
育児 

一般 

ストレス

虐待 
保健 

家庭

地域 
合計 

児童 １１ ２７ １３ ５ １９ １２７ ― ２４ ２２ ２４８ 

大人 ― ― ― ― ― ― １７ ６ ７ ３０ 

イ．専門相談  ３０回 ７８件 

事業名 回数（回） 相談件数（件） 事業名 回数（回） 相談件数（件） 

小児科医師相談 ４ ９ まんま相談 １１ ２５ 

歯の健康相談 ２ ２ 出張健康相談 ２ ５ 

栄養相談 ２ １０ 巡回発達相談 ３ １２ 

おっぱい相談 ６ １５  

⑤ 地域育成事業 ６事業 ３２０人 

「こども１Day スペシャル！！」や、「しきっこあつまれ！市長といっしょに〇× 

クイズ大会」など、地域の親子が集い楽しめる事業を児童センター等と協働し実施し 

た。 

⑥ 見学者及び赤ちゃんの駅利用者など １３２人 

 

(3）モニタリング調査 

  利用者のニーズを把握し、事業運営に活かした。 回答者数７０人 

 

(4) 感染症対策 

入館時の手洗い、検温、利用者のマスク着用、連絡先情報の確認、利用人数及び時間

の制限を行い事前予約制とした。使用した玩具の消毒など、感染症対策を講じながら事

業を実施した。また、流行状況に応じて市外在住者の利用などの緩和を行った。 

 

(5) 緊急時対策 

① 職員訓練（地震や火災を想定した保護者への連絡、ケガの場合の救急車による病院搬

送など、その場に応じた適切な緊急時対応訓練） 

毎月１回 １２回実施 

② ミニミニ避難訓練（利用者とともに、地震や火災、不審者侵入を想定） 

   ４回実施 延べ２５人 

 

(6) 職員研修 

① 外部研修 ６件 延べ６人参加 

② 内部研修 ２件 延べ８人参加 
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18 放課後子ども教室・学童保育クラブ 

（こども未来課） 

１ 事業の概要 

宗岡地区４小学校の全児童を対象に、安心・安全に過ごすことができる放課後の居場所

として、学校内や学童保育専用施設で学習を支援したほか、遊び、スポーツ、文化活動な

どを体験し、交流をする「放課後志木っ子タイム事業（全児童を対象とする「放課後子ど

も教室」と就労家庭などの児童を対象とする「学童保育クラブ」を一体的に運営する事業）」

を実施した。 

 

２ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 97,271,859 職員人件費 

事業費支出 16,312,132 自主事業 

事務費支出 19,200,945 事務管理費 

支出合計 132,784,936  

 

３ 重点施策への取り組み 

① 地域の「市民先生」（プログラム講師）と協働して体験プログラム及びオンライン交流

会を実施し、児童の好奇心を満たす新しい企画に取り組んだ。また、地域のイベントに

参加し、地域住民との交流・活性化に貢献し、宗岡地区放課後志木っ子タイムの活動を

ＰＲした。 

② 保護者専用アプリの機能を活用し、入退室管理のほか、通信の配信、放課後子ども教室

のＷＥＢ利用申込みを実施し、保護者の利便性をさらに高めた。 

③ 学習につまずきやすい３・４年生（希望者）を対象にした放課後学習教室において、教

員経験を有する講師の専門性に基づく教材研究と指導により、IＣＴ教材（タブレット

端末）を併用して自主学習に意欲的に取り組むことができた。 

 

４ 主要な施策の成果 

(1) 利用状況 

学童保育クラブは通常開所。放課後子ども教室は新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止対策による一部利用制限を設けた開室となった。 

 放課後子ども教室 学童保育クラブ 

開室日数(日) 利用人数(人) 開所日数(日) 利用人数(人) 閉所日数（理由） 

むねおか ２４２ ４，８４９ ２９０ ６，６３５ １日（新型コロナウイル
ス感染症による休校） 
１日（運動会のため土曜
保育希望なし） 

むねに ２４３ ３，４９１ ２９２ ３，８５１  

むねさん ２４３ ３，８９６ ２９１ ６，１８４ １日（学校公開のため土
曜保育希望なし） 

むねよん ２４３ ８，０１０ ２９２ ７，４３６  

合 計  ２０，２４６  ２４，１０６  
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 (2) 事業実施状況 

① 放課後子ども教室体験プログラム 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

市民先生による体験活動の提供 ８０ ９９１ 

市民先生とのＺооｍを活用した交流会 １ １９ 

市民団体との交流活動 ７７ ３，１１９ 

外部団体による社会教育事業の提供 ４ １２２ 

② 自主学習促進事業 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

学習支援 ８３ ３，０４３ 

放課後学習教室 １０８ １，９９４ 

③ 地域交流事業 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

新庁舎等完成記念イベント「水辺で輪踊り」 １ ３６ 

市内高校生との交流事業 １ ２６ 

※志木さくらフェスタは雨天のため中止。 

④ 保護者説明会 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

令和５年度学童保育クラブ入所説明会・面接 １ １００ 

※夏休み説明会は資料配布のみとした。 

⑤ 運営委員会 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

適切な運営と事業活性化のための意見交換  ４ １６ 

⑥ こども未来課共催事業 

主な内容 回数(回) 人数(人) 

ミニ移動児童センター ６ ２０５ 

 

(3) 緊急時対策 

① 感染予防策を徹底しながら、防災・防犯訓練を学期ごとに実施した。また、施設備
え付けのＡＥＤで定期的にシミュレーションを行った。 

② 新型コロナウイルス感染拡大防止策 
手洗い、消毒、検温、マスク着用、喫食時の黙食などを徹底した。 

 

(4) 職員研修 

① 放課後児童支援員認定資格研修 ２件  ４人参加 

② 外部研修           １３件 延べ８７人参加 

③ 内部研修           ７件  延べ１５２人参加 

④ 宗岡地区小学校福祉体験授業  アイマスク体験 ４校 １２人参加 

車椅子体験   ４校 １０人参加 

 

 


